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令和元年 日本赤十字社診療放射線技師学術総会 プログラム 
 
          東京国際フォーラム ホールＤ－５ 
5月31日（金） 
 
9:20～ 9:50  受付 
10;00～10:10  開会式  
10:10～10:50 本社講演  「救護班活動において診療放射線技師に期待すること」 
日本赤十字社 事業局 救護・福祉部参事監（災害対策）  
赤十字原子力災害情報センター長 軽部 真和 先生 
   座長 安彦 茂（仙台） 
11:00～11:50 研究発表Ⅰ 透視・撮影      座長 荒井 一正（武蔵野）、尾形 智幸（さいたま） 
12:10～13:10 ランチョンセミナー「 CTの新たなる潮流―急患こそスペクトラル CTで！  
-スペクトラル画像が急患を救う実例集一挙公開- 」 
国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院 放射線診断科部長 片平 和博 先生 
共催 株式会社 フィリップス・ジャパン 
                           座長 荒井 一正（武蔵野） 
13:40～15:10  教育講演① 「厚生労働省が求める医療放射線の安全管理の実際」  
独立行政法人国立病院機構 横浜医療センタ  ー 
統括診療部放射線診療部 副診療放射線技師長 北村 秀秋 先生 
        教育講演② 「社会的争点となっている低線量影響について」 
         東京医療保健大学 東が丘・立川看護学部 / 大学院看護学研究科 教授 小野 孝二 先生 
                                                                     座長 正者 智昭（京都第二） 
15:30～17:00 定期総会             
17:00～17:30 イブニングセミナ  ー 「放射線部門における医療安全について」 
                                                 ＊医療法改正・被ばく線量管理の大切なポイント＊ 
                コニカミノルタジャパン 株式会社 ヘルスケアカンパニー顧問 東村 亨治 先生  
座長 安彦 茂（仙台） 
 











9:00～9:30  研究発表Ⅱ ＭＲＩ                     座長 佐藤 統幸（那須） 
9:40～10:10 研究発表Ⅲ 核医学・放射線治療     座長 松原 健夫（高槻）、古村 茂樹（八戸） 
10:20～11:50  学術講演「救急撮影時にも応用可能な肘関節 X線撮影の攻略法  
 ～これを知れば小児も救急も怖くない！～ 」 
           三菱神戸病院 画像技術科 主任 高井 夏樹 先生 
                                      座長  浅妻 厚（神戸） 
12:10～13:10 ランチョンセミナー「これが欲しかった！肝胆膵外科医が求める３Ｄ画像の作り方」      
                 国立研究開発法人  国立がん研究センター中央病院 肝胆膵外科 高本 健史先生 
共催 富士フイルムメディカル 株式会社 
                                          座長 竹安 直行（医療センター） 
13:30～14:10 チーム医療報告                     座長 林 奈緒子（伊勢） 
① QCサークル活動・５S活動                武蔵野赤十字病院 穴田 有美 
② ひとり何役？                                      伊豆赤十字病院 土田 真嗣 
























大分赤十字病院 中島 浩二 
【Ⅰ-② 透視・撮影】 
FPDシステムにおける最適撮影線量の検討             
深谷赤十字病院 登坂 崇史 
【Ⅰ-③ 透視・撮影】 
当院の一般撮影における線量評価 ～DRLs2015との比較～ 
松山赤十字病院 中須賀 梨奈 
【Ⅰ-④ 透視・撮影】 
骨盤領域における散乱X線補正処理の検討 
名古屋第一赤十字病院 中尾 由利子 
【Ⅰ-⑤ 透視・撮影】 
マンモグラフィ2方向から陰影の部位を導くツールの検討 
福井赤十字病院 田賀 陽子 
 
 




唐津赤十字病院 立川 圭彦 
【Ⅱ-⑦ MRI】 
上腹部領域DWIの息止めによる撮像の検討 
広島赤十字・原爆病院 則長 大輝 
【Ⅱ-⑧ MRI】 
条件付きMRI対応の体内用結紮クリップによるMR画像へのアーチファクトの検討 
武蔵野赤十字病院 渡邉 光希 
 
 




松山赤十字病院 飯泉 賢人 
【Ⅲ-⑩ 核医学・放射線治療】 
医学物理課新設後の放射線治療科部の運用に関して 
日本赤十字社 和歌山医療センタ  ー石原 佳知 
【Ⅲ-⑫ 核医学・放射線治療】 
固体ファントムのスケーリング係数の算出 











10:10～10:50 本社講演   
「救護班活動において診療放射線技師に期待すること」 
日本赤十字社 事業局 救護・福祉部参事監（災害対策）  





































11:00～11:50 研究発表Ⅰ 撮影・透視 
 
演 題 区 分     透視・撮影 
演 題 名     胃X線検査における当院での一次読影とその有用性について 
演 者 名     中島 浩二（なかしま こうじ） 
施設名・所属     大分赤十字病院 放射線科 

































 演 題 区 分    透視・撮影                     
演 題 名    FPDシステムにおける最適撮影線量の検討       
演 者 名      登坂 崇史(とさか たかし)            
施設名・所属    深谷赤十字病院 放射線診断科部          
共同演者名    長沼 紗由美、角田 喜彦、中山 進     
 
【目的】 































演 題 区 分     透視・撮影                           
演 題 名    当院の一般撮影における線量評価 ～DRLs2015との比較～                           
演 者 名       中須賀 梨奈（なかすか りな）                      
施設名・所属    松山赤十字病院 中央放射線室                         


















ICRP では放射線診断において防護の最適化のために DRL の適用を推奨している。今回の結果を踏まえて、
当院の入射表面線量は DRLs2015 の値より低い値となったので当院の線量は許容されるものであったと考えら













演 題 区 分      透視・撮影 
演 題 名       骨盤領域における散乱 X線補正処理の検討 
演 者 名          中尾 由利子（なかお ゆりこ） 


















20mAsでは 実グリッド(8：1)が最も良い結果になったが、6.3mAs～16mAsではIG (6：1、8；1)が最もよかった。 















演 題 区 分     透視・撮影                          
演 題 名   マンモグラフィ2方向から陰影の部位を導くツールの検討                             
演 者 名   田賀 陽子（たが ようこ）                       
施設名・所属   福井赤十字病院・放射線科部                       

































 12:10～13:10 ランチョンセミナ  ー
「 CTの新たなる潮流―急患こそスペクトラル CTで！  
-スペクトラル画像が急患を救う実例集一挙公開- 」 
国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院 放射線診断科部長 片平 和博 先生 



























13:40～15:10 教育講演①  
「厚生労働省が求める医療放射線の安全管理の実際」  
独立行政法人国立病院機構 横浜医療センタ  ー 


















平成10年 鈴鹿医療科学技術大学 保健衛生学部 放射線技術科学科 卒業 
平成21年 首都大学東京 大学院 （博士後期課程）人間健康科学研究科 放射線学専攻 卒業 
職 歴 
平成10年 国立横浜東病院 放射線科 賃金職員  
平成11年 国立栃木病院 放射線科 正職員  
平成14年 国立がんセンター東病院 放射線部 正職員  
平成21年 国立がん研究センター中央病院 放射線診断部 第二画像主任  
平成26年 国立がん研究センター中央病院 放射線診断科 核医学管理主任  
平成29年 厚生労働省医政局地域医療計画課長補佐（併）医療放射線管理専門官 
平成31年 独立行政法人国立病院機構 横浜医療センタ  ー統括診療部放射線診療部 副診療放射線技師長  
11
   教育講演②  
「社会的争点となっている低線量影響について」 
















東京医療保健大学 東が丘・立川看護学部 / 大学院看護学研究科 教授 
 
専門分野 放射線防護学 医療被ばく 
主な著書・論文 
書籍 :3編   (代表)放射線防護マニュアル：安全・安心な放射線診断・治療を求めて  




平成元年  川崎医療短期大学卒業 
平成16年  名古屋大学大学院工学研究科博士課程後期課原子工学専攻博士学位取得           
 
職歴 
平成元年   湯布院厚生年金病院 
平成2年   高松赤十字病院 
平成4年   大分県職員 
平成23年   大分県立看護科学大学 助教 
平成25年   東京医療保健大学 准教授 
平成27年   厚生労働省健康局総務課課長補佐 
平成29年   東京医療保健大学 准教授 
平成29年〜 厚生労働省健康局参与 
平成29年〜 原子力規制委員会原子力規制庁長官官房総務課法務室技術参与 









































➢ 患者の死、重篤な障害 ☞ 多大な賠償



































































































































根本因子 寄与因子 発生因子 To Err is Human
「人は誰でも間違える」
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9:00～9:30  研究発表Ⅱ ＭＲＩ 
 
演 題 区 分    ＭＲＩ                 
演 題 名   大動脈弓部領域における PSIR-REACT(PREACT)の有用性の検討   
演 者 名   立川 圭彦 (たちかわ よしひこ)      
施設名・所属   唐津赤十字病院・放射線技術課          
共同演者名   槇 康児、池田 健人、平田 一英、濱野 裕       
【背景】 






























演 題 区 分       ＭＲＩ                
演 題 名   上腹部領域DWIの息止めによる撮像の検討         
演 者 名   則長 大輝 （のりなが だいき）       
施設名・所属    広島赤十字・原爆病院 中央放射線科         





































演 題 区 分    ＭＲＩ 
演 題 名     条件付きMRI対応の体内用結紮クリップによる MR画像へのアーチファクトの検討 
演 者 名     渡邉 光希（わたなべ こうき） 
施設名・所属     武蔵野赤十字病院・放射線科 



































9:40～10:10 研究発表Ⅲ 核医学・放射線治療 
演 題 区 分    核医学 
演 題 名    骨シンチにおける投与量削減を目的とした基礎検討 
演 者 名    飯泉 賢人 （いいずみ けんと） 
施設名・所属    松山赤十字病院・放射線診断技術第 4課 



































演 題 区 分   放射線治療                   
演 題 名   医学物理課新設後の放射線治療科部の運用に関して   
演 者 名   石原 佳知（ いしはら よしとも ）     
施設名・所属    日本赤十字社和歌山医療センター 放射線治療科部 医学物理課   
共同演者名   鈴木 諭、黒田 勇樹、橋戸 宏輔、嶋田 恵太、井上 賢人、湯浅 大輔、川村 佳生 




































演 題 区 分   放射線治療                   
演 題 名   固体ファントムのスケーリング係数の算出       
演 者 名    中澤 佑介(なかざわ ゆうすけ)     
施設名・所属   那須赤十字病院                












2. 水の実効線減弱係数 と固体ファントムの実効線減弱係数 を算出し、以下の式を用いて深さスケーリング
係数Cplを求めた。 
 

















10:20～11:50  学術講演 
「救急撮影時にも応用可能な肘関節 X線撮影の攻略法  ～これを知れば小児も救急も怖くない！～ 」 
































12:10～13:10 ランチョンセミナ  ー
「これが欲しかった！肝胆膵外科医が求める３Ｄ画像の作り方」      
                国立研究開発法人  国立がん研究センター中央病院 肝胆膵外科 高本 健史先生 






























13:30～14:10 チーム医療報告  
① QCサークル活動・５S活動                武蔵野赤十字病院 穴田 有美 
 武蔵野赤十字病院の活動紹介をします。武蔵野赤十字病院では、毎年QC サークル活動・５S 活動を院内
全体で取り組んでおります。放射線科では診療放射線技師・看護師・医師がお互いに協力して業務改善を行
います。全部署をあげて毎年院内発表大会を活発に行っております。QC サークルは、1998 年から開始さ


















③ CT/MRI検査のトラブルを未然に防ぐ出前研修会        富山赤十字病院 大橋 英靖 
 CT/MRI検査及びそれらの造影検査のリスクは数多く存在している。 リスク回避の為に、事前に問診票に記
入してもらい検査直前に再確認していると、同類のインシデント報告が続いていることが見えてきた。これ
らの原因として考えられるのは依頼側の危機意識の低さや、知識不足、誤解等が考えられる。 インシデント
から重大事故につなげないために各病棟、外来に放射線技師が出向いて研修を行う、いわゆる出前研修を企
画した。  
この研修によって問診の必要性と重要性を理解していただき、安全な放射線検査の提供を病院全体で取り
組めるよう働きかけています。 
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